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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 企画政策課 

会議名 

(審議会等名) 
平成 29年度 第 1回 嬉野市総合戦略推進委員会 

開催日時 平成２９年７月２４日(月)  １４:００～１６:１０ 

開催場所 嬉野市役所塩田庁舎３階 ３－２、３会議室 

会議の公開の可否 ○可  ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

公開不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 
戸田委員、村上委員、副島委員、松永委員、 

田中委員 

事務局 
企画政策課長、企画政策課副課長、企画政策課企業誘致室長、

企画政策課主事 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 嬉野市まち・ひと・しごと創生総合戦略検証シート 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 企画政策課 

議 題 １ 平成２８年度実施事業の進捗状況・評価・検証について 

内 容 事務局から、Ｈ２８の進捗状況について資料により説明を行った。 

審議経過 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 ＤＭＯについては、６月補正で計上されてましたよね。 

 

 ＤＭＯについては、昨年度地方創生加速化交付金で取り組まれて 

おり、組織づくりの準備をされており、事業の中で観光戦略を策定

された。 

 ＤＭＯは広域連携でしているところが成功している。 

京都北部の舞鶴などがそうである。嬉野市も他のところと広域連携

しないのか。 

佐世保市との連携協議が始まっていて、その中でＤＭＯのことも協

議される。 

遼陽市との交流は厳しい状況とのことだが、中国は縁故社会に入り

込んでいくのは難しい。広域連携してやっていったらどうか。 

伊万里市は大連市と姉妹都市に準ずる取り扱いで交流を行われてい

る。 

人口の社会増減の研究を今年度だけでなく、詳しく分析をしてほし

い。嬉野市がどういう理由で選ばれたのか、逆に選ばれなかったの

かもっと分析が必要ではないか。 

 

近隣市町との人口の奪い合いなので、ほんとにそれでいいのか考え

ないといけない 

 

近くの人から選ばれるのであれば、県外の遠くの人からも選ばれる 

 

塩田は土地も安く、どこに行くのも近いので立地条件が良い。 

 

定住奨励金から見ても若い世代が転入してきている。 

 

嬉野市内の空き家はどのような状態か。 

 



3 
 

事務局 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

委員 

 

委員  

 

事務局 

委員 

委員 

委員 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

まんべんなくあるが、吉田地区の空き地が多い。 

 

空き家を利用して地域おこし協力隊がツアーを企画している。 

 

ＣＯＣの取組みとかで地元雇用を促進する動きをしてほしい。 

伊万里市では地元の企業紹介のパンフレットを作られている。 

旅館は仲居さんが人出不足の状態である。パートの求人を見ても 

時給が１０００円以上ある。 

企業誘致をする時に企業からも人材が確保できるのかをいわれる。 

 

若い人で起業したい人が一定数いる。 

 

外国人を雇用して日本語を覚えさせる方がよい。 

 

嬉野市内に産婦人科医がいない。 

 

最近、嬉野小学校近くに病院が出来ているが、いつも多い。 

近藤耳鼻科は小児科の役割を担っている。 

県内でメディカルモールの動きがある。 

鹿島市の元ピオのところに子育て施設があるがそこに嬉野市民が

流れていっている。有明の元役場のところにも子育て施設がある。

中にある器具とかが最新のところに人は流れる。 

 

福祉バスを含めた市内の交通システムの開発・検討とは 

 

どこの自治体も抱えている問題で各自治体によって状況は違うの

で、いい事例を持ってくるにしてもあてはまらない。 

  

デマンドタクシーは利用者が電話するのが面倒ということが課題

である。 

 

運転手不足及び運転手の高齢化の問題もある。 

 

タクシーは贅沢だから乗りたがらない。病院が予約してやるなど 

してあげれば、いいのかもしれない。 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 企画政策課 

議 題 ２ その他 

内 容 事務局から、平成２８年度の地方創生推進交付金について説明を行った。 

審議経過 

事務局 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

委員 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 嬉野デザインウィーク事業のプペル展では市外から多くの人に来

ていただいて大盛況で、街の中に行列ができていた。 

 

 見たいと思うイベントならば入場料が高くても人は集まる。 

 

 アップルティの商品開発も引き続きやっていく。 

 

 パッケージ等も考えて、ある程度の価格帯で売ったほうが良い。 

 

共感を広げていくことが大事。見てそのままのものをネットにア

ップすることにより拡散していく。 

 

インスタ映えするスポット等を考えてイベントをしなければいけな

い。 

 

人口減少社会では、長いスパンで考えると、相続でお金もどんどん

外へ出ていくことになる。 

 

 

その他 

 

 


